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として与えられることとなる。人間は神のもとで初めて／神のも
とでのみ、自らの有限性／限定性を、無限定性／無制約性に開かれる
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人間を創ったのである。したがって人間が悪の根
底にあるのは神の創造が不完全だからではなくむしろ完全だからであり、神が創造した



























































































































































































4 4 4 4 4 4
必要としたのである。
　なぜなら神は愛だからである。つまり神は愛＝統一である。統一とは統一する
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ことであ
る。愛とは統一の意志である。だが統一が実現するためには分裂が先行しなければならな
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いのである
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かぎり、存在のこの規定に関与しなければならない
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し、人間
は、自由へのこの関与を果たすかぎりで存在する
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「きわめて切実な
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、ということはつまり、それと同時に自由が概念的に把握さ


































































0 0 0 0
自由であるということ、つまりなにかに自分自身を拘束するということ」は
「自由であること」それ自体の
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。われわれは自己の維持を欲し、自分の居
場所を欲し、居場所を確保するために「悪」を避けてきた。だがそれにもかかわらず同時
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に自由を欲するのだ。それはわれわれが奴隷だからである
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存在することが自由であることだとすれば、自らに由らず
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らすべてだからである
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。だとすればこれらのすべてを
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、すなわち善と悪とのすべてを
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生きるのだ。わたしは自然だからである
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ということ、われわれはわれわれの自由へ、すなわちわれわ
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れの死へ
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へと開くことである。わたしをわたしの時間に
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、
わたしの歴史に








































Wesen der menschlichen Freyheit und die damit zusammenhüngenden Gegenstünde., in 
F.W.J.Schelling’s philosophische Schriften, Landshut 1809.
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ことができる、と。神
はこのように存在する
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」ということになるのであり、したがって「絶
対的な」ものなのです。実存しているものとしての
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神こそが絶対的な
0 0 0 0
神、つまり神自身であるかぎり
での神、簡潔に言えば、神 -そのもの






“Freedom” of Schelling and Heidegger
Sachiko IGARASHI
　This paper discusses Schelling's theory of freedom and its interpretation by Heidegger. 
　According to Schelling, human beings are created by God to suffer from their self-will and 
to do evil. Human beings move to escape from suffering and evil, because God needs human 
beings who keep moving. Human beings abandon their individuality as the ego and move 
toward “unity”. Schelling’s freedom is “liberation” from the ego.
　According to Heidegger, Schelling bases its theory of freedom on pantheism. God is 
everything, therefore God is human being. God is free, therefore human beings are free. 
Beyond the distinction between self and others, and between good and evil, human beings are 
moving to “unity with nature”. 
　Therefore, as a place of generation human beings are nature, everything, and free.
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